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渡航計画の概要 Outline of the travel plan 

ホシムシ類は環形動物門に属する生物で，潮間帯から深海まで多様な環境に生息している．特にサメ
ハダホシムシ科，タテホシムシ科では穿孔をおこなう種が知られている．このようなはたらきは生物
侵食とよばれ，海底の構造の改変や他の生物のすみかの創造といった点で海洋で重要な役割を担って
いる．渡航者は日本各地でサンゴや堆積岩に穿孔するホシムシ類の種多様性を研究してきたが，他の
海域で同様の役割を担うホシムシ類の種多様性などの理解は遅れている．そこで，南半球のオースト
ラリアで種多様性を検証することで，ホシムシ類が浅海域で生物侵食に果たす役割の理解につながる
と考えられる．また，インド洋と太平洋で多くの海洋生物が種分化していることが近年明らかになっ
てきた．これまで申請者は太平洋で研究を行ってきたが，種の多様化や分散の過程を理解するために
はインド洋との比較が重要である．西オーストラリア博物館はインド洋と太平洋の境界近くかつイン
ド洋側にあり，太平洋とインド洋の両方のサンプルを所蔵している．そのため，海域の違いが種の多様
化に及ぼす影響を理解する上で絶好のロケーションといえる．日本における親潮と黒潮のように，西
オーストラリアは南極から流れてくる寒流と赤道からの暖流の両方が流れ込む地点であるため，その
両方から幼生が流入し，ホシムシ類の多様性が高いことが推察される．そこで，西オーストラリア博物
館キュレーターの Andrew Hosie氏，Ana Hara氏の協力のもと，西オーストラリア博物館所蔵の標本
調査を行う．西オーストラリア博物館所蔵のサメハダホシムシ類とタテホシムシ類について，解剖に
よる観察を行う．次に組織を一部切り出し，DNA の抽出およびシーケンスをおこなう．形態情報と分
子情報を統合して整理し，日本のホシムシ類の多様性と比較する． 
 
成果 Outcome 
全 66 サンプルを解剖し，形態の観察を行った（図１）．具体的には，解剖して内部構造を観察するほ
か，口吻の鉤状構造を取り出し，プレパラートを作成した（図２）．形態観察で得られた種は 9種にく
わえ，現在はシノニムとされている 1種を得た．また，組織の切り出しを行い，日本に向けて貸し出し
の手続きを行った．その他観察できなかったサンプルやさらなる観察が必要なサンプルも貸し出し処
理をおこなった．また，受け入れ先の Andrew 氏がダイビングで石灰岩とサンゴ岩を採集してきてく
れたため，それらのフレッシュなサンプルを扱うこともできた．岩石を破砕し，岩石内に住む生物を採
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集し，エタノールで固定した（図３）．これらのサンプルも日本に貸し出してもらう予定である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
今後の展望 Prospects for the future 
今回はオーストラリアの貴重なサンプルを多数扱えて非常に有意義な時間であった．また，生体サン
プルも扱えたのは僥倖であった．今後は西オーストラリア博物館から貸与される組織の抽出及びシー
ケンスを行う予定である．現地での形態観察と合わせて分子情報を用いることでオーストラリア西海
岸で種分化が起こっているかどうか検証を行う．また，現在シノニムとなっている種（Phascolsoma 
rottnesti）については，形態観察で微妙な差が見られた．こちらについても，シーケンスを用いて再検
討を行う．現在渡航者が持っている日本のデータ及び先行研究での全世界的データと比較することで，
西オーストラリアの穿孔性ホシムシ類の種多様性の解明をめざす． 

図⒈ サメハダホシムシ類の一種 図⒉ 同個体の鉤状構造 

図⒊ 岩石内の生物を探している渡航者 


